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兵庫、昭47不15、昭48.２.27 

 

決 定 書 

 

申立人  Ｘ 

 

被申立人 大阪淡路交通株式会社 

 

主  文 

 

本件申立を却下する。 

 

理  由 

本件申立の要旨は、大阪淡路交通住吉営業所タクシー労働組合（以下「組合」という。）が

被申立人大阪淡路交通株式会社（以下「会社」という。）との間で不利益な昭和47年度賃金協

定を締結したため、その実施の結果申立人を含む会社住吉営業所の全従業員にとって、従前

の賃金協定により算定した場合に比し賃金引下げとなっているが、組合がそのような不利益

な協定を締結したのは、会社が組合の運営に支配介入し、よって組合が御用組合化したこと

に基因するのであるから、この支配介入に対する救済として、上記賃下げによる賃金差額を

同営業所の全従業員に支払え、との命令を求めるにあるものと解せられる。 

ところで、審問の結果によると、組合は昭和44年５月その当時の前記営業所の従業員をも

って結成されたものであり、申立人は昭和46年１月会社の神戸、住吉、西宮三営業所の統合

により上記住吉営業所に所属するに至ったものであるが、申立人は爾来今日まで組合の組合

員であったことは一度もなく、却って昭和47年２月頃加入を申込んで拒否され、その後屢々

このことにについて組合幹部に抗義していたことが認められる。なお会社が組合の運営に支

配介入したという点については、具体的にこれを認めるべき疎明がない。 
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そこで申立人が組合の組合員でないとすると、会社の組合に対する支配介入があったとし

ても、申立人はその救済を求める適格を有しないものというべきであるから、その余の点を

判断するまでもなく、本件申立は不適法として却下を免れない。 

よって主文のとおり決定する。 

 

昭和48年２月27日 

兵庫県地方労働委員会 

会長 西 沢   修 


